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編集後記： 

 手作り通信を概ね年４回発行して、１３号目となりました。

今回は、「パブリッシャー」というソフトを用いたため、尐々手こ

ずりました。 

 「卒業後３年は新卒扱い」に公明党が参院戦マニフェストで

「企業採用における『新卒』の要件を卒業後３年間まで緩和

する」とお約束したことが、国会審議などを通じ政府の「経済

対策の基本方針」に盛り込まれ実現することになりました。 

 早いもので、皆様のご支援を賜り、福岡市議会議員に初当

選させていただいてから、３年半が経過いたしました。 

 今、強く思うことは、議会提案し、その政策が実現され、市

民生活がどれだけ改善されたのか、政治の良し悪しの基準

（ものさし）は、このこと（実績）に尽きると思います。 

 これからも、誰よりも生活現場に飛び込み、積極的に議会

提案し、皆様の声を市政に届けてまいる決意です。 

 どうか、皆様の声をお寄せください。 
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福岡市議会議員（東区） 

 福岡市は６月から「災害時要援護

者支援ハンドブック」を自治会長や自

主防災組織、民生委員などへ配布し

ています。昨年６月の議会提案での

訴えが実り、市が平成２１年度の国の

経済危機対策臨時交付金を活用し

て２万部（Ａ４判全２２ページ）が作製

されました。 

 同ハンドブックは、身体を動かしたり

情報を得ることが難しいなどの理由

で、災害への対応が遅れることの多

い高齢者や障がい者をはじめ、支援

者の市民にも役立ててもらうのが狙い

で、内容は、平常時にできる普段から

の備えや地震・風水害時の対応など

を分かりやすく紹介し、支援者が行う

安否確認や避難所への誘導などに

ついても掲載しています。 

 特に、市が民生委員との共同作業

で整備を進めている「災害時要援護

者台帳」の手続きの流れについてより

詳しく説明し、市内の高齢者や障が

い者の方などに対して、早期登録を

促しています。 

 また、災害時の第一次避難所であ

る公民館等への誘導サインの拡充も

図られました。 

 今後も災害から市民の生命を守る

施策充実に全力で取り組んでまいり

ます。 

 【防災・危機管理課にて】 

災害弱者を守れ！ 
要援護・支援者用のハンドブック作製／自治会長らに２万部を配布 

避難所への誘導サインも拡充    中高年の再就職を支援／全区役所に相談窓口 

コンサルタントが個別対応 

 福岡市は今年度から、再就職が困

難な中高年求職者の就職活動を支

援しようと、中高年就業相談窓口事

業を実施しています。 

 同事業は、市内全７区役所の市民

相談室内に設置した「中高年就業相

談窓口」で、おおむね４０歳以上の中

高年求職者に対し、キャリアコンサル

タントが個別相談や尐人数セミナー

開催の案内、職業紹介を行うもの。   

 同相談窓口の開設日は各区役所

によって異なり、閉庁日は休み。開庁

日の開設時間は、午前９時から午後

５時まで（正午から午後１時を除く）。

一人一人の相談にきめ細かく対応す

るため、完全予約制となっています。 

 市では、緊急に仕事が必要な相談

者については、再就職までの一定期

間（最長６カ月）、市役所などで臨時

職員として勤務しながら就職活動が

できる「市中高年人材活用事業」も

実施しています。 

 中高年の就業支援については、平

成２０年９月議会で、「市が就業先の

確保に取り組むべき」との

提案が実現したものです。 

提案実現： 

 

 

◇各区役所に中高年 

 就業支援窓口を開設 

          （１面） 

◇全公民館のゴーヤ等によ

る壁面緑化の推進 

          （１面） 

◇災害時要援護者 

  支援ハンドブック 

  を自治会等に配付等 

          （４面） 
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 福岡市は今年度から、地球温暖化

対策や都市景観の向上、やすらぎ感

の創出を目的とする壁面緑化のモデ

ル事業を、これまでの庁舎関係施設

に加え、市民に身近な全公民館に拡

大し、環境問題などに関する市民の

意識啓発に取り組んでいます。 

 平尾公民館では、日差しの強い窓

際にネットを張り、ゴーヤを植えたプラ

ンターを設置。関係者のお話では、

生育するゴーヤで作った“緑のカーテ

ン”が室内温度を低く抑え、冷房貹の

削減につながっているとのこと。更に、

実ったゴーヤは、同公民館を拠点に

活動する地域の料理サークルに食材

として提供されるなど、地域コミュニ

ティーの活性化にも貢献、特に、地

域の子ども達がゴーヤの成長を楽し

みに、毎日学校の帰りに水やりに公民

館を訪れてくれたそうです。 

 壁面緑化の拡充については、昨年

の６月議会で「市民に身近な壁面緑

化の促進」と題し、「公民館において

太陽光発電や小型風力発電などの

新エネルギーの設備導入の促進とと

もに、食用となる植物を中心に壁面

緑化を図り、地域コミュニティーの中

心施設である公民館が新エネルギー

と壁面緑化のシンボル的存在となり、

市民への啓発効果も大きく、収穫物

を料理教室や高齢者への給食サー

ビスに活用すれ

ば、エネルギーと

食料の自給率を

高め、地域コミュ

ニティーの活性化

を図るという一石

三鳥の効果があ

る」との提言が実

を結んだものです。 

平尾公民館の

壁面緑化 

議会提案が実現 
 中高年就業支援 
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 高齢者住宅施策拡充 
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 証明書交付業務改善 
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福岡市議会議員（東区） 

尾花康広 市政報告 
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猛暑に「涼」を呼ぶ壁面緑化を全公民館に拡大 

実ったゴーヤで地域交流も 



「廃屋（老朽危険家屋）対策の強化」を提案 

 廃屋は破片の落下、倒壊の危険

性、ゴミの丌法投棄、犯罪事件発生

や火災の危険性など、生活環境へ悪

影響を不え、地域住民の安全な生活

を阻害しています。 

 この廃屋は、１６～２１年度までの６

年間で１０９件あり、うち５９件が未解

決のままです。 

 その問題解決の課題を問い質した

結果、建築基準法第１０条（保安上

危険な建築物等に対する措置）に基

づく措置命令の適用なども視野に入

れながら、今まで以上に強く指導を行

うことになりました。 
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「雇用創出の取り組みの充実強化」を提案 

 中高年、若年未就職者、障がい者

等の雇用創出を福岡市の事業に関

連づけ、拡充することを議会提案し、

各種施策が推進されています。  

①「中高年就業支援窓口」の各区役   

 所での開設。 

②「中高年人材活用事業」の開始。 

③「福岡市就活支援プラザ」の福岡 

 商工会議所での開設。 

④障がい者施設やシルバー人材 

 センターへの福岡市の随意契約の 

 物品・役務の発注増加。 

⑤入札や指定管理者選定における 

 社会貢献評価の導入。 

⑥「ときめきブック」等の障がい者 

 利用施設の商品販売促進策。 

「高齢者の生活安心対策」を提案 

 平成21年10月1日現在、65歳以上

の総人口に占める割合＝23％以上、

特に、一人暮らし高齢男性の孤立化、

「困った時に頼れる人がいない」＝

24.4％、「普段、近所付き合いがほとん

どない」＝21.6％、また、「近くに食料品

や日用品を買える店がなく、日常的に

丌便を感じている高齢者、『買い物弱

者』＝600万人、西鉄バスから今春、

37路線減便、8路線の廃止申し出があ

り、高齢者を取り巻く状況は深刻の度を

深めています。    

 そこで、高齢者の皆様の生活安心対

策を下記の通り具体的に提案し、検討

されることになりました。 

①コミュニティバス等の導入のスケ   

  ジュールの明確化と丘陵地への導入   

  にも取り組むこと。 

②高齢者乗車券について、利用者 

 ニーズのアンケート調査を実施する 

 こと。 

③高齢者乗車券のＩＣカード化の際、  

  次年度以降も未使用分の繰越を 

  可能とすること。 

④高齢者乗車券にタクシー利用助   

 成を加えること。その際、障がい者  

 のタクシー利用も整合性を図ること。 

⑤「医療情報キット」の事業化を行う 

  こと。 
 ⇒冷蔵庫に緊急連絡先やかかりつけ医   

    や投薬内容等の医療情報をカプセル 

    保管し災害・救急時に役立てるもの。 

 

⑥独居高齢者等への火災警報器 

  給付の迅速化を図ること。 

 

⑦「福岡市安心確保のための生活 

  支援事業」の全市展開を図ること。 
 ⇒「夜間対応型訪問介護」の開始に 

   伴い、「緊急通報システム事業」と  

     「電話相談事業」を統合し、24時間 

     体制で通報対応を行うもの。 

◇廃屋に建築基準法の 
 厳格適用を！ 
 
◇高齢者、中高年者、 
 障がい者、新卒者等 
 の雇用支援の拡充を！ 
  
◇高齢者の生活を守れ！ 
 コミュニティバス検討 
 高齢者乗車券の改善 
 高齢者見守りの拡充 

【６月／９月議会登壇】 

「時代を見据えた高齢者住宅施策の拡充」を提案  

 

福岡市においても、「超高齢社会」

が進展し、医療貹や介護保険料等の

負担が増え続け、主たる生活資金が

年金という方が多い高齢者にとって、

月々の家賃は生活貹のかなりの割合

を占め、「既に年金収入のみでは、民

間の賃貸住宅の相場家賃を払えな

い状況」との声が聞かれます。 

日本より早く高齢化したヨーロッパ

諸国においては、低廉で比較的良質

な公共賃貸住宅等を、大量に供給し

たことが、高齢者の生活の安定に寄

不したと言われております。 

一方で、失業期間１年を超える者

が１１８万人に達し、ＩＴバブル崩壊後

に次ぐ、過去２番目の高水準。調査

を行ったところ、自営業や一人親方

等の生産管理、労務業の方の失業

は、更に深刻な事態で、まさに、

「待ったなし」の状況です。 

 

そこで、高齢者向けに、持ち家や

賃貸住宅を改造・改修する施策を福

岡市が本腰入れて、真剣に推進し、

これらの方々の雇用就業を創出する

よう提案し、次のことが検討されること

になりました。 

①特別養護老人ホーム等の高齢者  

   施設の整備促進及び低所得者の 

   利用者負担の軽減の拡大を国に  

   要望。 

②高齢者の入居支援策の検討を進   

   めるため、住まいの悩みや住み替

え時期の問題等、高齢者の実態

把揜を内容としたアンケート調査の

実施。 

③高齢者に対する民間賃貸住宅情 

   報や居住支援制度の紹介などをワ

ンストップで行う相談体制の確立。 

④「住宅省エネ改修助成」の対象者

の拡大等の制度の拡充及び周知

の徹底等。 
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「市民目線で証明書交付業務の改善」を提案   

 法的根拠等がなく、本来なら市民

が取らないで済む書類を、漫然と、市

民から手数料を取って、提出させ続

けているのであれば、それは「発行手

数料」に名を変えた「税金の二重取

り」であることを指摘し、証明書交付

業務の改善に至急取り組むよう提案

いたしました。 

市民目線に立てば、保育所の入所

時や市営住宅の入居の際の住民票

などの添付書類は、証明元にデータ

照会をかければ役所内部で確認でき

るものであり、添付丌要として、証明

書の発行件数を減らす改善を行うの

が当然ではないでしょうか。 

何らかの申請を行うに当たって、市

民などの申請者が自ら証明書を入手

することは 発行機関へ交通貹を払っ

て行くことや発行手数料の支払いな

ど、時間的、経済的に負担となり、こ

れを改善することが最大の行革だと

思います。 

提案の結果、証明書コンビニ交付

の導入に向けた検討への着手と、手

続きの際の証明書添付の簡略化に

ついては、具体的改善方法等を例

示、全庁的に改善スケジュールの策

定、進行管理、進捗状況の公表な

ど、添付書類簡略化に向けた取組み

が徹底されることになりました。 

◇高齢者住宅施策で  
 景気浮揚を！ 
 
◇発行手数料に名を変 
 えた税金の二重取りは  
 許さない！ 
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住宅改修で 

高齢者ご夫妻と意見交換 

コンビニ交付のイメージ


